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CHAPTER 02　直接原価計算　基本問題

	 　損　益　計　算　書　	 （単位：円）
Ⅰ　売　　上　　高 （ ）
Ⅱ　売　上　原　価
　１．期首製品棚卸高 （ ）
　２．当期製品製造原価 （ ）
　　　　合　　　　計 （ ）
　３．期末製品棚卸高 （ ） （ ）
　　　　売 上 総 利 益 （ ）
Ⅲ　販売費及び一般管理費 （ ）
　　　　営　業　利　益 （ ）

問１　直接原価計算

［設問１］

［設問２］

	 　損　益　計　算　書　	 （単位：円）
Ⅰ　売　　上　　高 （ ）
Ⅱ　変動売上原価
　１．期首製品棚卸高 （ ）
　２．当期製品製造原価 （ ）
　　　　合　　　　計 （ ）
　３．期末製品棚卸高 （ ） （ ）
　　　　変動製造マージン （ ）
Ⅲ　変 動 販 売 費 （ ）
　　　　貢　献　利　益 （ ）
Ⅳ　固　　定　　費
　１．加　　工　　費 （ ）
　２．販　　売　　費 （ ） （ ）
　　　　直接原価計算の営業利益 （ ）
　　　　期末棚卸資産の固定費 （ ）
　　　　　　　　　計　　　　　 （ ）
　　　　期首棚卸資産の固定費 （ ）
　　　　全部原価計算の営業利益 （ ）



3

問２　直接標準原価計算

	 　損　益　計　算　書　	 （単位：円）
Ⅰ　売　　上　　高 （ ）
Ⅱ　標準変動売上原価 （ ）
　　　　 （ ）
Ⅲ　 （ ）
　　　　 （ ）
Ⅳ　標準変動費差異
　１．価　格　差　異 〔　〕（ ）
　２．数　量　差　異 〔　〕（ ）
　３．賃　率　差　異 〔　〕（ ）
　４．時　間　差　異 〔　〕（ ）
　５．予　算　差　異 〔　〕（ ）
　６．能　率　差　異 〔　〕（ ）
　７．変動販売費予算差異 〔　〕（ ）〔　〕（ ）
　　　　実際貢献利益 （ ）
Ⅴ　固　　定　　費
　１．固定製造間接費 （ ）
　２．固定販売費及び一般管理費 （ ） （ ）
　　　　直接原価計算方式の営業利益 （ ）
　　　　固定費調整額 〔　〕（ ）
　　　　全部原価計算方式の営業利益 （ ）

（注	）上記の	　　 	内には適切な名称を、（　　）内には金額（単位：円）
を、〔　　〕内には＋または−の符号を記入しなさい。
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CHAPTER 03　CVP分析　基本問題

⑴ ａ＝ @	 千円 ｂ＝ 	 千円

⑵ ａ＝ @	 千円 ｂ＝ 	 千円

問１　固変分解

問２　CVP分析

⑴　①　損益分岐点売上高 円

　　②　損益分岐点販売量 個

⑵　目標営業利益達成売上高 円

⑶　目標売上高営業利益率達成売上高 円

⑷　安全余裕率 ％

⑸　①　税引前目標経常利益額 円

　　②　目標経常利益額を達成する販売量 個

⑴　販売価格が10％上昇したときの営業利益	 					 	 	 	 	 	 	 	 	 		円　

⑵　販売量が５％増加したときの営業利益	 					 	 	 	 	 	 	 	 	 		円　

⑶　販売価格が５％下落し、販売量が15％増加したときの営業利益

	 					 	 	 	 	 	 	 	 	 		円　

⑷　製品１個あたり変動売上原価が10％増加したときの営業利益

	 					 	 	 	 	 	 	 	 	 		円　

⑸　固定費が25％増加したときの営業利益	 					 	 	 	 	 	 	 	 	 		円　

問３　感度分析

⑴ 製品Ａ 個 製品Ｂ 個

製品Ｃ 個

⑵ 製品Ａ 円 製品Ｂ 円

製品Ｃ 円

問４　多品種製品のCVP分析
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CHAPTER 04　最適セールス・ミックスの決定　基本問題

問１

問２

（ケース１） Ａ製品販売量 個

Ｂ製品販売量 個

予想営業利益 円

（ケース２） Ａ製品販売量 個

Ｂ製品販売量 個

予想営業利益 円

Ａ製品 個 Ｂ製品 個

予想営業利益 円
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CHAPTER 05　予算編成　基本問題

１．×1年度予定損益計算書（単位：円）

10月 11月
売　　 上　　 高 （ ） （ ）
変 動 売 上 原 価 （ ） （ ）
変動製造マージン （ ） （ ）
変 動 販 売 費 （ ） （ ）
貢 献 利 益 （ ） （ ）
固　　 定　　 費
　加　　 工　　 費 （ ） （ ）
　販売費・一般管理費 （ ） （ ）
　固 定 費 計 （ ） （ ）
営 業 利 益 （ ） （ ）
支 払 利 息 （ ） （ ）
経 常 利 益 （ ） （ ）
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10月 11月
流 動 資 産
　現　　　　　　金 （ ） （ ）
　売　　 掛　　 金 （ ） （ ）
　製　　　　　　品 （ ） （ ）
　原　　　　　　料 （ ） （ ）
　流 動 資 産 計 （ ） （ ）
固 定 資 産
　土　　　　　　地 （ ） （ ）
　建 物 ・ 設 備 （ ） （ ）
　固 定 資 産 計 （ ） （ ）
資 産 合 計 （ ） （ ）
流 動 負 債
　買　　 掛　　 金 （ ） （ ）
　借　　 入　　 金 （ ） （ ）
　流 動 負 債 計 （ ） （ ）
固 定 負 債 （ ） （ ）
純　　 資　　 産
　資　　 本　　 金 （ ） （ ）
　資 本 剰 余 金 （ ） （ ）
　繰越利益剰余金 （ ） （ ）
　純 資 産 計 （ ） （ ）
負債・純資産合計 （ ） （ ）

２．×1年度予定貸借対照表（単位：円）
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CHAPTER 06　事業部の業績評価　基本問題

問１

　　　Ｘ事業部長は、

　　　新製品Ｚの生産プロジェクトを　　　　　　　と推測される。

　　　（注）不要な文字を線で消しなさい。

採用する	

採用しない

�
�
�

�
�
�

（単位：円）
Ｘ事業部 Ｙ事業部

売　　　上　　　高 （ ） （ ）
変　　　動　　　費 （ ） （ ）
　貢　献　利　益 （ ） （ ）
管理可能個別固定費 （ ） （ ）
　管理可能利益 （ ） （ ）
管理不能個別固定費 （ ） （ ）
　事業部貢献利益 （ ） （ ）
共通固定費配賦額 （ ） （ ）
　営　業　利　益 （ ） （ ）

問２　税引後資本コスト率 ％

　　　投下資本利益率 ％ 残余利益 円

問３　投下資本利益率 ％ 残余利益 円

問４　投下資本利益率 ％ 残余利益 円
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CHAPTER 07　予算実績差異分析　基本問題

問１

（単位：円）
製品Ａ 製品Ｂ 合　計

売　　上　　高 （ ） （ ） （ ）
変　　動　　費
　製　造　原　価 （ ） （ ） （ ）
　販　　売　　費 （ ） （ ） （ ）
　　　　計　　 （ ） （ ） （ ）
貢　献　利　益 （ ） （ ） （ ）
個別製造固定費 （ ） （ ） （ ）
製品貢献利益 （ ） （ ） （ ）
固　　定　　費
　製 造 固 定 費 （ ）
　販売費・一般管理費 （ ）
　　　　計 （ ）
営　業　利　益 （ ）

問２

売 上 高 円
標準変動製造原価 円
標準変動販売費 円
実 際 貢 献 利 益 円
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問３

差異分析表Ⅰ	 （単位：円）
製品Ａ 製品Ｂ 合　計

予算営業利益 	 	 	 		 	− 　　 	 	 	 		 	− 　　
販売価格差異 （　） （　） （　）
販売数量差異 （　） （　） （　）
変 動 費 差 異 （　） （　） （　）
固 定 費 差 異 	 	 	 		 	− 　　 	 	 	 		 	− 　　 （　）
実際営業利益 	 	 	 		 	− 　　 	 	 	 		 	− 　　

差異分析表Ⅱ　販売数量差異の分析	 （単位：円）
市場総需要量差異 市場占拠率差異 合　計

製 品 Ａ （　） （　） （　）
製 品 Ｂ （　） （　） （　）

差異分析表Ⅲ　変動費差異の分析	 （単位：円）
製品Ａ 製品Ｂ 合　計

直接材料費差異 （　） （　） （　）
直接労務費差異 （　） （　） （　）
変動製造間接費差異 （　） （　） （　）
変動販売費差異 （　） （　） （　）
合　　　計 （　） （　） （　）

（注	）各差異分析表の（　）内には、不利差異であれば「Ｕ」、有利差異
であれば「Ｆ」と記入しなさい。なお、差異が０の場合は「−」と
記入すればよい。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

問４
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CHAPTER 08　業務的意思決定　基本問題

問１　業務的意思決定①

　（注	）　下記の 内に、該当する数字を記入し、不要な文字を線で消しなさい。

　追加注文を受けることにより、利益が	 	円　　　　するので、

受注すべきで　　　　。

�	
�
�

増加

減少

�	
�
��	

�
�

ある

ない

�	
�
�

問２　業務的意思決定②

　（注	）　下記の 内に、該当する数字を記入し、不要な文字を線で消しなさい。

　製品Ｑを製品Ｒに追加加工することにより、 	円の

が発生するので、追加加工すべきで　　　　。

�	

�
�

差額利益

差額損失

�	
�
��	

�
�

ある

ない

�	
�
�

問３　業務的意思決定③

　部品Ｐを	 	円以下で購入すれば、当社の利益水準は現状より悪

化しない。
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　Ａ設備をＢ設備に取り替えたほうが、正味現在価値が（　　　）千円（大き

い、小さい）のでＡ設備をＢ設備に（取り替えるべきである、取り替えるべきで

ない）。

　　（注）不要な文字を線で消しなさい。

CHAPTER 09　設備投資の意思決定　基本問題

問１　設備投資の意思決定①

⑴　（　　　）％

⑵　正味現在価値：（　　　）万円

　　したがって、この案は（有利、不利）な投資案である。

　　（注	）不要な文字を線で消しなさい。また、正味現在価値がマイナスとなる

場合は、金額の前に△を付しなさい。

問２　設備投資の意思決定②
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CHAPTER 10　戦略的原価計算　基本問題

問１　品質原価計算

⑴ 予 防 原 価

評 価 原 価

内部失敗原価

外部失敗原価

⑵ 予 防 原 価 （	 ）万円

評 価 原 価 （	 ）万円

内部失敗原価 （	 ）万円

外部失敗原価 （	 ）万円
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問２　活動基準原価計算

⑴　伝統的原価計算の方法によった場合

製品Ｈ 製品Ｉ
直 接 材 料 費 （ ）円 （ ）円
直 接 労 務 費
　組　立　部　門 （ ）円 （ ）円
　仕　上　部　門 （ ）円 （ ）円
製造間接費配賦額
　組　立　部　門 （ ）円 （ ）円
　仕　上　部　門 （ ）円 （ ）円
　 合　　　計 （ ）円 （ ）円
単位製造原価 ＠（ ）円 ＠（ ）円

⑵　活動基準原価計算の方法によった場合

製品Ｈ 製品Ｉ
直 接 材 料 費 （ ）円 （ ）円
直 接 労 務 費
　組　立　部　門 （ ）円 （ ）円
　仕　上　部　門 （ ）円 （ ）円
機 械 関 連 費
　組　立　部　門 （ ）円 （ ）円
　仕　上　部　門 （ ）円 （ ）円
段　取　賃　金 （ ）円 （ ）円
購　　買　　費 （ ）円 （ ）円
修 繕 維 持 費 （ ）円 （ ）円
品 質 検 査 費 （ ）円 （ ）円
　 合　　　計 （ ）円 （ ）円
単位製造原価 ＠（ ）円 ＠（ ）円






